
議案第３２号

令 和 ８ 年 度

五所川原市工業用水道事業会計予算書



令和８年度五所川原市工業用水道事業会計予算

（総　　　則）
第１条　令和８年度五所川原市工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。
（１）
（２）
（３）
（４）

（収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。
　　　収　　　　入
第１款　工業用水道事業収益
第１項
第２項

　　　支　　　　出
第１款　工業用水道事業費用
第１項
第２項

（資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 44,845千円は、
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 10,194千円、過年度分損益勘定留保資金 34,651千円で補てんするものとする。）。

　　　収　　　　入
第１款　資本的収入
第１項
第２項

　　　支　　　　出
第１款　資本的支出
第１項
第２項

給 水 事 業 所 数 2 事業所
年 間 総 給 水 量 2,190,000 ㎥
一 日 平 均 給 水 量 6,000 ㎥
主要な建設改良事業 工業用水道３号井戸増設工事

186,533 千円
営 業 収 益 180,676 千円
営 業 外 収 益 5,857 千円

156,388 千円
営 業 費 用 143,384 千円
営 業 外 費 用 13,004 千円

135,076 千円
企 業 債 101,000 千円
他 会 計 出 資 金 34,076 千円

179,921 千円
建 設 改 良 費 112,128 千円
企 業 債 償 還 金 67,793 千円
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（債務負担行為）
第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

(企業債）
第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、50,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した経費の予定額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用。

事　　　　　　　項 期　　　　間 限　　度　　額

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

借入先の融資条件による。ただし工

業用水道事業会計予算の都合により

繰上償還又は低利に借り換えること

ができる。

工業用水道事業に充てるた
め

101,000 千円 普通貸借

    年8.0％以内
（ただし、利率見直し方式
とした場合にあって、利率
の見直しを行った後は、当
該見直し後の利率）

　契約開始期間を年度当初としなければ支障を来たす業務等
令和９年度から
令和９年度まで

令和９年度工業用水道事業会計当初予
算に計上する当該業務に要する経費
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条  次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用

する場合は、議会の議決を経なければならない。

（１）

（たな卸資産購入限度額）

第10条　たな卸資産の購入限度額は、4,500千円と定める。

令和８年２月２６日提出

五所川原市長　　佐々木　孝　昌

職 員 給 与 費 15,968 千円
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予 算 に 関 す る 説 明 書
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地 方 公 営 企 業 法 第 ２ ５ 条 及 び 同 法 施 行 令 第 １ ７ 条 の

２ の 規 定 に 基 づ く 予 算 に 関 す る 説 明 書

１ 令 和 ８ 年 度 五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画

２ 令和８年度五所川原市工業用水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

３ 令 和 ８ 年 度 五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 会 計 給 与 費 明 細 書

４ 債 務 負 担 行 為 に 関 す る 調 書

５ 令 和 ８ 年 度 五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

６ 令 和 ７ 年 度 五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 損 益 計 算 書

７ 令 和 ７ 年 度 五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表
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１　令和８年度五所川原市工業用水道事業会計予算実施計画

(収益的収入及び支出）

収 入

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

工 業 用 水 道
事 業 収 益

186,533 工業用水道事業の経営活動全般から生ずる収益

営 業 収 益 180,676 主たる営業活動から生ずる収益

給 水 収 益 180,675 工業用水道給水料金

そ の 他 の
営 業 収 益

1 上記以外の収益

営 業 外 収 益 5,857 主たる営業活動以外の収益

他 会 計 負 担 金 1 職員給与費に対する一般会計からの負担金

長期前受金戻入 5,852 長期前受金の減価償却見合い分を収益化したもの

雑 収 益 4 行政財産使用料ほか雑収益
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支 出

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

工 業 用 水 道
事 業 費 用

156,388 工業用水道事業の経営活動全般から生ずる費用

営 業 費 用 143,384 主たる営業活動から生ずる費用

原水及び浄水費 69,543
原水の取り入れ、薬品、沈でん、ろ過並びに配水池
の維持及び作業に要する費用　           

配水及び給水費 50 配水管、同附属設備の維持に要する費用

総 係 費 9,390 営業事務及び一般管理に要する費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

減 価 償 却 費 63,231 固定資産の減価償却費用

資 産 減 耗 費 1,170 固定資産の資産減耗費用

営 業 外 費 用 13,004 金融及び財務活動に伴う費用

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

12,433 企業債利息に要する費用

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

571 消費税及び地方消費税に要する費用
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(資本的収入及び支出）

収 入

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

資 本 的 収 入 135,076 資本的支出に対する収入

企 業 債 101,000 建設改良費に対する企業債

企 業 債 101,000 工業用水道における建設改良事業に対する企業債

他 会 計 出 資 金 34,076 企業債償還に対する一般会計繰入金

他 会 計 出 資 金 34,076
津軽ダム建設負担金に対する企業債元金償還金分の
一般会計繰入金

支 出

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

資 本 的 支 出 179,921 建設改良及び企業債償還金に要する費用

建 設 改 良 費 112,128 建設改良に要する費用

施 設 費 112,128
施設設備の改良事業及び機械装置等購入に要する費
用

企 業 債 償 還 金 67,793 企業債償還に要する費用

企 業 債 償 還 金 67,793
建設改良の財源に充てるために発行した企業債の元
金償還金
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（単位：千円）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

長期前受金戻入額

支払利息及び企業債取扱諸費

有形固定資産除却費

未収金の増減額（△は増加）

引当金の増減額（△は減少）

その他流動負債の増減額（△は減少）

小  計

支払利息及び企業債取扱諸費

業務活動によるキャッシュ・フロー

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

一般会計又は特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

２　令和８年度五所川原市工業用水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）

19,952

63,231

△ 5,852

12,433

1,170

△ 5,416

437

△ 15

85,940

△ 12,433

73,507

△ 101,935

34,076

△ 67,859

101,000

△ 67,793

33,207

38,855

451,465

490,320
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１　総　括

３　令和８年度五所川原市工業用水道事業会計給与費明細書

職　員　数 給　　　与　　　費

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 2 0 8,034 4,115 12,149 3,819 15,968

(1) (1,957) (689) (2,646) (489) (3,135)

10 1 171 4,379 2,089 6,639 1,916 8,555

(△ 1) (△ 1,957) (△ 689) (△ 2,646) (△ 489) (△ 3,135)

△ 10 1 △ 171 3,655 2,026 5,510 1,903 7,413

時間外勤務

手　　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(0) (0) (0)

216 1,861 1,579 198 51 210

(439) (170) (80)

36 970 803 99 51 130

(△ 439) (△ 170) (△ 80)

180 891 776 99 0 80

※（　）内は、パートタイム会計年度任用職員について外書きしたもの。

区　　　　　　分
法定福利費 合　　計

本　年　度

前　年　度

比　１　較

区　　　　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当 寒冷地手当 通勤手当

本 年 度

前 年 度

比 較

手当の　　　　
内　訳
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（ア）会計年度任用職員以外の職員

職　員　数 給　　　与　　　費

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

2 8,034 4,115 12,149 3,819 15,968

1 4,379 2,089 6,468 1,916 8,384

1 3,655 2,026 5,681 1,903 7,584

時間外勤務

手　　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

216 1,861 1,579 198 51 210

36 970 803 99 51 130

180 891 776 99 0 80

区　　　　　　分
法定福利費 合　　計

本　年　度

前　年　度

比　１　較

区　　　　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当 寒冷地手当 通勤手当

本 年 度

前 年 度

比 較

手当の　　　　
内　訳
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※（　）内は、パートタイム会計年度任用職員について外書きしたもの。

（イ）会計年度任用職員

職　員　数 給　　　与　　　費

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

(1) (1,957) (689) (2,646) (489) (3,135)

(△ 1) (△ 1,957) (△ 689) (△ 2,646) (△ 489) (△ 3,135)

時間外勤務

手　　　当

（千円） （千円） （千円）

(0) (0) (0)

(439) (170) (80)

(△ 439) (△ 170) (△ 80)

区　　　　　　分
法定福利費 合　　計

本　年　度

前　年　度

比　１　較

区　　　　分
期末手当 勤勉手当

本 年 度

前 年 度

比 較

手当の　　　　
内　訳
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期末手当

勤勉手当

３　給料及び手当の状況

（１） 職員１人当たり給与

（２） 初　任　給

２　給料及び手当の増減額の明細

区 分 増減額 (千円） 増減事由別内訳 (千円） 説　　明 備　　　　　　　考

給与改定に伴う

増 分

昇 給 に 伴 う

増 分

給与改定に伴う 67

増 分 95

そ の 他 の 扶養手当 180 寒冷地手当 99

期末手当 824 時間外手当 80

増 分 勤勉手当 681

区　　　　　　　　　　　　分 行　政　職 単 純 労 務 職

平 均 給 料 月 額 (円） 292,800 376,400

平 均 給 与 月 額 (円） 332,100 403,400

平 均 年 齢 (歳） 60歳 10月 53歳 10月

平 均 給 料 月 額 (円） 364,400

平 均 給 与 月 額 (円） 375,100

平 均 年 齢 (歳） 52歳 10月

一 般 会 計 の 制 度

行　政　職　(円） 単純労務職　(円）

高 校 卒 206,700 198,200 206,700 198,200

大 学 卒 237,600 － 237,600 －

給 料 3,655

218 給与改定に伴う増分 平均改定率 3.48%

23 本年度昇給に伴う増分 平均昇給率 0.91%

そ の 他 の 増 分 3,414 職員の異動等に伴う増分

職 員
手 当

2,026

162 支給率の改正による増分

1,864 職員の異動等に伴う増分

令和8年1月1日現在

令和7年1月1日現在

区 分 行　政　職　(円） 単純労務職　（円）
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（級別の基準となる職務）

（３） 級 別 職 員 数

行 政 職 単 純 労 務 職

級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％）

7級 5級 1 100.0

6級 4級

5級 3級

4級 1 100.0 2級

3級 1級

2級

1級

計 1 100.0 計 1 100.0

7級 5級 1 100.0

6級 4級

5級 3級

4級 2級

3級 1級

2級

1級

計 計 1 100.0

区 分 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

行 政 職 部長 参事 課長 課長補佐 係長 主任 主事

単 純 労 務 職 ― ― 技能技師・技能主事

区 分

令和8年1月1日現在

令和7年1月1日現在
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（４） 昇　給

区　　　　　　　　　　　　分 合 計 行 政 職 単 純 労 務 職

職 員 数(Ａ)(人) 2 1 1

昇給に係る職員数(Ｂ)(人) 1 1

1号給 (人)

2号給 (人) 1 1

3号給 (人)

4号給 (人)

6号給 (人)

8号給 (人)

比 率(Ｂ)／（Ａ）(％) 50.0 100.0

職 員 数（Ａ）(人) 1 1

昇給に係る職員数（Ｂ）(人) 1 1

1号給 (人)

2号給 (人)

3号給 (人)

4号給 (人) 1 1

6号給 (人)

8号給 (人)

比 率(Ｂ)／（Ａ）(％) 100.0 100.0

号給数内訳

号給数内訳

本
１
１　
年　　
１
１
度

前
１
１
年　
１　
１　
度
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（５） 期 末 手 当　・　勤 勉 手 当

（６） 定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

（７） その他の手当

支 給 期 別 支 給 率 支 給 率 計 職制上の段階、職務の

6月 (月分） 12月 (月分） (月分） 級 等 に よ る 加 算 措 置

本 年 度
(1.225)
2.325

(1.225)
2.325

(2.450)
4.650

有

前 年 度
(1.200)
2.275

(1.200)
2.275

(2.400)
4.550

有

一般会計の制度
(1.225)
2.325

(1.225)
2.325

(2.450)
4.650

有

※（ ）内は再任用職員の支給率

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度

(月分） (月分） (月分） (月分）

・定年前早期退職特例措置

(2％～45％加算）

・職務の級に応じた調整額

・定年前早期退職特例措置

(2％～45％加算）

・職務の級に応じた調整額

区 分 一般会計の制度との異同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同　　　　じ 無

住 居 手 当 同　　　　じ 無

通 勤 手 当 同　　　　じ 無

区 分 備 考

区 分 その他の加算措置等 備　　考

支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709

一般会計の制度
( 支 給 率 等 ）

24.586875 33.27075 47.709 47.709
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４　債務負担行為に関する調書

(単位：千円）

前年度末までの支払 当該年度以降の支

義務発生（見込）額 払義務発生予定額

当 年 度 損 益
勘定留保資金

事　　　　　　　項 限 度 額

左の財源内訳

期　　間 金　　額 期　　間 金　　額 給水収益 企業債

契約開始期間を年度当初としな
ければ支障を来たす業務等

令和８年度工
業用水道事業
会計当初予算
に計上する当
該業務に要す
る経費

令和８年度から
令和８年度まで

契約開始期間を年度当初としな
ければ支障を来たす業務等

令和９年度工
業用水道事業
会計当初予算
に計上する当
該業務に要す
る経費

令和９年度から
令和９年度まで
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１
（１）

イ
ロ

ハ

ニ

ホ

（２）
イ
ロ

２
（１）
（２）

５　令和８年度五所川原市工業用水道事業予定貸借対照表

（令和９年３月３１日）

資　　　　産　　　　の　　　　部

（単位：千円）

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土 地 3,957
建 物 219,677
減 価 償 却 累 計 額 △ 121,448 98,229
構 築 物 934,271
減 価 償 却 累 計 額 △ 601,517 332,754
機 械 及 び 装 置 722,176
減 価 償 却 累 計 額 △ 346,196 375,980
工 具 、 器 具 及 び 備 品 1,903
減 価 償 却 累 計 額 △ 1,808 95

有 形 固 定 資 産 合 計 811,015
無 形 固 定 資 産

ダ ム 使 用 権 775,147
電 話 加 入 権 60

無 形 固 定 資 産 合 計 775,207
固 定 資 産 合 計 1,586,222

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金 490,320
未 収 金 22,800

流 動 資 産 合 計 513,120
資 産 合 計 2,099,342
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３
（１）

４
（１）
（２）
（３）

５
（１）

６

７
（１）

イ
ロ
ハ
ニ

負　　　　債　　　　の　　　　部

固 定 負 債
企 業 債 895,887

固 定 負 債 合 計 895,887

流 動 負 債
企 業 債 76,833
未 払 金 2,000
引 当 金 1,374

流 動 負 債 合 計 80,207

繰 延 収 益
長 期 前 受 金 375,622
収 益 化 累 計 額 △ 290,043

繰 延 収 益 合 計 85,579
負 債 合 計 1,061,673

資　　　　本　　　　の　　　　部

資 本 金 839,601

剰 余 金
利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金 21,493
利 益 積 立 金 81,831
建 設 改 良 積 立 金 82,157
当年度未処分利益剰余金 12,587

利 益 剰 余 金 合 計 198,068
剰 余 金 合 計 198,068
資 本 合 計 1,037,669
負 債 資 本 合 計 2,099,342
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１
（１）
（２）

２
（１）
（２）
（３）
（４）
（５）

３
（１）
（２）
（３）

４
（１）

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

（単位：千円）

営 業 収 益
給 水 収 益 164,250
そ の 他 の 営 業 収 益 1 164,251

営 業 費 用
原 水 及 び 浄 水 費 71,414
配 水 及 び 給 水 費 45
総 係 費 5,450
減 価 償 却 費 61,138
資 産 減 耗 費 1,251 139,298

営 業 利 益 24,953
営業外収益

他 会 計 負 担 金 1
長 期 前 受 金 戻 入 5,852
雑 収 益 4 5,857

営業外費用
支払利息及び企業債取扱諸費 13,098 13,098 △ 7,241

経 常 利 益 17,712
当 年 度 純 利 益 17,712
前 年 度 繰 越 欠 損 金 25,077
その他未処分利益剰余金変動額 0
当 年 度 未 処 理 欠 損 金 7,365

６　令和７年度五所川原市工業用水道事業予定損益計算書
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７　令和７年度五所川原市工業用水道事業予定貸借対照表

（令和８年３月３１日）

資　　　　産　　　　の　　　　部

（単位：千円）

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土 地 3,957
建 物 219,677
減 価 償 却 累 計 額 △ 118,284 101,393
構 築 物 846,052
減 価 償 却 累 計 額 △ 582,801 263,251
機 械 及 び 装 置 712,060
減 価 償 却 累 計 額 △ 324,926 387,134
工 具 、 器 具 及 び 備 品 1,903
減 価 償 却 累 計 額 △ 1,808 95
建 設 仮 勘 定 0

有 形 固 定 資 産 合 計 755,830
無 形 固 定 資 産

ダ ム 使 用 権 792,798
電 話 加 入 権 60

無 形 固 定 資 産 合 計 792,858
固 定 資 産 合 計 1,548,688

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金 451,465
未 収 金 17,384

流 動 資 産 合 計 468,849
資 産 合 計 2,017,537
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４
（１）
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（１）

６

７
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負　　　　債　　　　の　　　　部

固 定 負 債
企 業 債 871,720

固 定 負 債 合 計 871,720

流 動 負 債
企 業 債 67,793
未 払 金 2,000
引 当 金 937
その他流動負債 15

流 動 負 債 合 計 70,745

繰 延 収 益
長 期 前 受 金 375,622
収 益 化 累 計 額 △ 284,191

繰 延 収 益 合 計 91,431
負 債 合 計 1,033,896

資　　　　本　　　　の　　　　部

資 本 金 805,525

剰 余 金
利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金 21,493
利 益 積 立 金 81,831
建 設 改 良 積 立 金 82,157
当 年 度 未 処 理 欠 損 金 7,365

利 益 剰 余 金 合 計 178,116
剰 余 金 合 計 178,116
資 本 合 計 983,641
負 債 資 本 合 計 2,017,537
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注記

１ 重要な会計方針

（１）資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産

・減価償却の方法　　 定額法による。

・主な耐用年数

建物 50年

構築物 10～40年

機械及び装置 15年

ロ 無形固定資産

・減価償却の方法　　 定額法による。

・主な耐用年数

ダム使用権 55年

（３）引当金の計上方法

イ 退職給付引当金

職員の退職手当は、青森県市町村職員退職手当組合における積立金相当額を超過した場合、一般会計が負担するため退職

給付引当金は計上していない。

ロ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当等の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額

（12月から３月までの４カ月分）を計上している。

（４）消費税及び地方消費税の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ リ－ス契約により使用する固定資産

（１）リ－ス会計に係る特例措置

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

３ その他の注記
（１）引当金の取崩し

　当事業年度において、職員の期末手当及び勤勉手当等の支給のために、賞与引当金 1,350千円を取り崩す予定である。
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